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島
田
市
民
病
院
（
以
下
、
市
民
病
院
）
は
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

た
め
、
建
て
替
え
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
市
民
病
院
は
、
ど
ん

な
病
院
に
な
る
の
か
？ 

移
転
先
は
？ 

移
転
後
の
跡
地
利
用
は
？ 

　

今
回
は
、
新
病
院
建
設
地
検
討
委
員
会
の
状
況
や
跡
地
利
用
の
考
え

方
な
ど
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
政
策
推
進
課 

☎
３
６-

７
１
９
１

みんなの笑顔を
　診

み ま も

守るために

市
民
病
院

の
未
来
②

　

広
報
し
ま
だ
12
月
号
で
は
、
現
病
院
敷
地

内
で
の
建
て
替
え
が
難
し
い
こ
と
を
お
伝
え

し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
新
病
院
の
移
転
先
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。
移
転
は
、
昨
年
６

月
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
意
見
を
伺
い
策
定

し
た
「
ま
ち
な
か
集
積
医
療
基
本
構
想
」
を

基
に
、
医
療
や
ま
ち
づ
く
り
の
専
門
家
か
ら

意
見
を
聞
く
た
め
「
新
病
院
建
設
地
検
討
委

員
会
（
以
下
、
検
討
委
員
会
）」
を
設
置
し
、

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

検
討
委
員
会
で
は
、
第
１
回
目
を
昨
年
10

月
29
日
、
第
２
回
目
を
11
月
19
日
に
開
催
し

ま
し
た
。
本
年
６
月
を
め
ど
に
提
言
書
を
取

り
ま
と
め
、
市
長
に
提
出
す
る
予
定
で
す
。

新
病
院
建
設
Ｑ
＆
Ａ 

|

Q
検
討
委
員
会
で
は
、
ど
ん
な
人
が

検
討
し
て
い
る
の
？

A
第
三
者
的
な
立
場
で
、
次
の
５
人

の
皆
さ
ん
か
ら
「
ま
ち
な
か
集
積

医
療
基
本
構
想
」
を
踏
ま
え
た
中
心
市
街
地

に
お
け
る
新
病
院
建
設
場
所
に
つ
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

星ほ
し 

和か
ず
お夫

（
ベ
ト
レ
ヘ
ム
の
園
病
院
顧
問
）

神か
ん
ば
ら原 

啓ひ
ろ
ふ
み文

（
静
岡
県
立
総
合
病
院
長
）

豊と
よ
だ田 

奈な

ほ穂（
総
合
研
究
開
発
機
構
主
任
研
究
員
）

西に
し
だ田 

在ざ
い
け
ん賢
（
静
岡
県
立
大
学
教
授
）

望も
ち
づ
き月 

律り
つ
こ子
（
静
岡
県
看
護
協
会
長
）

※
敬
称
略

Q
検
討
委
員
会
で
は
、
今
ど
ん
な
こ

と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
の
？

A
検
討
委
員
会
で
は
、
ま
ち
な
か
（
島

田
駅
北
口
か
ら
半
径
約
５
０
０
ｍ

程
度
の
範
囲
）
へ
の
移
転
に
関
し
て
、
新
病

院
建
設
地
と
し
て
の
条
件
な
ど
に
つ
い
て
検

討
す
る
と
と
も
に
、
新
病
院
の
役
割
や
機
能

に
つ
い
て
も
、
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

Q
市
民
病
院
と
し
て
の
機
能
は
、
全

て
移
転
す
る
の
？

A
市
民
病
院
は
、
ま
ち
な
か
へ
の
移
転

を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
地
の

一
部
に
つ
い
て
「
長
期
療
養
型
施
設
」
の
開

設
を
、
今
後
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

Q
新
病
院
の
建
設
費
は
、
い
く
ら
か

か
る
予
定
な
の
？

A
現
在
、
新
病
院
建
設
地
検
討
委
員

会
に
お
い
て
、
委
員
の
皆
さ
ん
に

候
補
地
の
検
討
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
建

設
費
は
、
建
設
地
を
決
定
し
た
後
に
策
定
す

る
「
新
病
院
建
設
基
本
計
画
」
の
中
で
、
試

算
し
て
い
き
ま
す
。

Q
新
病
院
の
移
転
に
か
か
る
費
用
は
、

ど
う
準
備
す
る
の
？

A
新
病
院
建
設
基
金
や
合
併
特
例
債

を
活
用
し
た
地
域
振
興
基
金
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
も
建
設
費
用
の
準
備
を
し
て

き
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
財
政
的
な
負
担
が

少
し
で
も
軽
く
な
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

Q
市
民
病
院
は
建
て
替
え
ず
に
、
今

の
ま
ま
に
し
た
ら
ど
う
で
す
か
？

A
開
院
か
ら
33
年
が
経
過
し
て
い
る

市
民
病
院
の
建
物
は
、
老
朽
化
が

進
ん
で
お
り
、
耐
震
性
も
低
い
と
判
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

市
民
病
院
は
「
災
害
拠
点
病
院
」
と
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、現
在
の
建
物
で
は
、

そ
の
機
能
の
維
持
が
困
難
な
状
況
で
す
。
こ

Q
ど
の
よ
う
な
大
学
の
誘
致
を
進
め

て
い
る
の
？

A
私
立
の
総
合
大
学
で
、
医
療
機
器

の
開
発
を
目
指
す
医
工
学
部
や
、

看
護
、
ア
ダ
プ
テ
ッ
ド
・
ス
ポ
ー
ツ
（
※
）

な
ど
の
学
部
の
誘
致
を
進
め
て
い
ま
す
。

※
ア
ダ
プ
テ
ッ
ド
・
ス
ポ
ー
ツ
と
は

　
　

ル
ー
ル
や
用
具
を
障
害
の
種
類
や
程
度

に
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
障
害
者
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
、
体

力
の
低
い
人
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
の
こ
と
。

Q
移
転
後
の
、
誘
致
候
補
大
学
と
地

域
と
の
か
か
わ
り
は
？

A
大
学
が
誘
致
さ
れ
た
場
合
、
日
常

的
に
周
辺
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交

流
を
進
め
な
が
ら
、
公
園
機
能
を
備
え
た

キ
ャ
ン
パ
ス
（
校
庭
）
を
開
放
し
た
り
、
大

規
模
な
災
害
の
際
に
は
、
地
域
の
避
難
場
所

と
し
て
活
用
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

Q
大
学
を
誘
致
す
る
こ
と
に
よ
る
地

域
へ
の
効
果
は
？

A
誘
致
候
補
大
学
は
、
約
１
０
０
０

人
か
ら
１
５
０
０
人
の
学
生
が
在

学
す
る
規
模
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
数
多
く

の
学
生
が
島
田
市
で
学
び
、
生
活
す
る
こ
と

に
よ
る
「
経
済
的
波
及
効
果
」
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
仮
に
、
学
生
が
１
５
０
０
人
と
す
る

と
、
１
人
あ
た
り
月
額
10
万
円
の
支
出
を
行

う
場
合
、
年
間
で
18
億
円
、
４
年
間
で
72
億

円
程
度
が
推
計
さ
れ
ま
す
。

Q
現
在
の
島
田
市
立
看
護
専
門
学
校

は
ど
う
な
る
の
？

A
誘
致
候
補
大
学
は
、
島
田
市
立
看

護
専
門
学
校
を
発
展
的
に
継
承
し

つ
つ
、４
年
制
の
大
学
化
を
図
る
構
想
で
す
。

　

ま
た
、
市
民
病
院
と
の
緊
密
な
連
携
の
も

と
、
専
門
化
・
高
度
化
す
る
医
療
現
場
を
担

う
救
急
救
命
士
や
理
学
療
法
士
な
ど
の
、
医

療
専
門
職
者
を
育
成
し
、
地
域
医
療
の
一
層

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

Q
誘
致
候
補
大
学
と
は
、
ど
ん
な
交

流
を
し
て
い
る
の
？

A
誘
致
候
補
大
学
と
は
、
具
体
的
な

誘
致
の
話
し
合
い
の
ほ
か
、
多
方

面
で
の
交
流
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
「
島
田
産
業
ま
つ
り
」
で
の
ダ
ン
ス
チ
ー

ム
の
出
演
や
「
し
ま
だ
大
井
川
マ
ラ
ソ
ン
in

リ
バ
テ
ィ
」
で
の
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
Ａ

Ｅ
Ｄ
チ
ー
ム
の
活
躍
は
、
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
島
田
市
の
観
光
・
産
業
Ｐ
Ｒ
活
動

を
目
的
と
し
て
、
誘
致
候
補
大
学
に
お
け
る

学
園
祭
へ
の
出
店
を
通
し
、
大
学
と
の
交
流

を
進
め
て
い
ま
す
。―

　

こ
の
よ
う
に
、
市
で
は
地
域
医
療
の
充
実

と
地
域
の
活
性
化
を
念
頭
に
置
き
、
大
学
の

誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
民
病
院
の

移
転
は
、大
学
誘
致
を
実
現
さ
せ
る
上
で
も
、

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

学園祭での「島田市ブース」出展 島田産業まつりに参加したダンスチーム 大井川マラソンをサポートした AEDチーム

市民病院「1日ナース体験」の様子

の
た
め
「
市
民
の
命
を
守
る
施
設
」
と
し
て

の
体
制
・
設
備
・
機
能
を
備
え
た
新
病
院
の

建
設
が
必
要
な
の
で
す
。

病
院
跡
地
利
用
Ｑ
＆
Ａ 

|

Q
市
民
病
院
が
移
転
し
た
後
の
跡
地

利
用
は
？

A
市
民
病
院
移
転
後
の
跡
地
利
用
に

つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
方

法
が
考
え
ら
れ
ま
す

　

現
状
は
、
地
域
医
療
の
充
実
と
地
域
の
活

性
化
を
目
的
と
し
て
、
市
民
病
院
と
の
連
携

や
ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
生
か
し
た
大
学
の
誘
致

を
進
め
て
い
ま
す
。

Q
病
院
で
は
な
く
、
大
学
を
別
な
場

所
に
誘
致
し
た
ら
ど
う
で
す
か
？

A
現
病
院
の
敷
地
は
、
典
型
的
な
軟

弱
地
盤
帯
（
沼
地
）
に
あ
り
、
液

状
化
現
象
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

大
規
模
な
災
害
の
際
で
あ
っ
て
も
休
診
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
「
災
害
拠
点
病
院
」
の

建
設
地
と
し
て
選
定
す
る
こ
と
は
、
不
可
能

だ
と
考
え
ま
す
。
一
方
、
大
学
に
お
い
て

は
、
休
校
な
ど
の
対
応
を
取
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

　

ま
た
、
誘
致
候
補
大
学
に
は
、
医
療
系
の

学
科
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
、
市
民
病
院
の

医
療
機
器
（
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
検
査
機
器
や
リ
ハ

ビ
リ
機
器
）
な
ど
を
実
習
な
ど
に
利
用
し
て

い
く
構
想
で
あ
る
た
め
、
現
病
院
の
敷
地
へ

の
大
学
誘
致
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。


